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CASA新聞

住
宅
生
産
団
体
連
合
会
は
６

月
17
日
、
２
０
２
４
年
度
定
時

総
会
と
理
事
会
を
開
い
た
。

24
年
度
事
業
は
、
住
宅
税
制

改
正
等
の
政
策
提
言
、
住
宅
市

場
に
関
連
す
る
調
査
研
究
活
動
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
、
良
質
な

ス
ト
ッ
ク
整
備
と
住
宅
循
環
シ

ス
テ
ム
の
構
築
、
住
生
活
の
向

上
、
建
築
技
術
者
確
保
等
の
住

宅
産
業
の
生
産
性
向
上
を
重
点

項
目
と
す
る
。
ま
た
、
社
会
資

本
整
備
審
議
会
で
、
25
年
度
の

住
生
活
基
本
計
画
の
改
定
に
向

け
た
検
討
が
本
格
化
す
る
予
定

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
良
質
な
住

宅
供
給
、
ス
ト
ッ
ク
対
策
な
ど

各
課
題
に
対
し
、
議
論
に
積
極

参
画
す
る
。
能
登
半
島
地
震
関

連
で
は
、
関
係
団
体
と
連
携
し

住生活向上、良質なストック形成等推進 住団連・総会

５
月
の
新
設
住
宅
着
工

戸
数
（
国
交
省
発
表
）
は

６
万
５
８
８
２
戸
（
前
年

同
月
比
５
・
３
％
減
）
で
、

前
年
同
月
を
下
回
っ
た
。

４
月
は
前
年
同
月
を
超
え

た
が
、
再
び
減
少
し
た
。

持
ち
家
は
１
万
７
２
１
７

戸
（
同
８
・
７
％
減
）
で
、

30
カ
月
連
続
の
前
年
同
月

割
れ
。
貸
家
、
戸
建
て
分

譲
も
前
年
同
月
を
下
回
り
、

全
体
的
に
低
調
だ
。

総
着
工
戸
数
の
減
少
に

伴
っ
て
、
同
床
面
積
も
５

１
９
万
８
０
０
０
平
方
㍍

（
同
５
・
３
％
減
）
と
、

２
カ
月
ぶ
り
に
前
年
同
月

を
割
っ
た
。

着
工
戸
数
は
持
ち
家
の

30
カ
月
連
続
前
年
同
月
割

れ
に
加
え
、
貸
家
２
万
７

１
７
５
戸
（
同
５
・
３
％

減
）
、
戸
建
て
分
譲
１
万

総着工戸数、再び減少 ５月の新設住宅着工

建
築
基
準
法
の
告
示
改

正
が
５
月
31
日
に
出
さ
れ
、

建
築
物
の
省
エ
ネ
基
準
強

化
に
向
け
て
壁
量
の
見
直

し
や
柱
小
径
の
規
定
な
ど

が
示
さ
れ
た
。
省
エ
ネ
化

促
進
の
過
程
で
建
築
物
の

重
量
化
が
避
け
ら
れ
な
い

た
め
、
安
全
性
を
よ
り
担

保
す
る
必
要
が
あ
る
。
２

０
２
５
年
４
月
の
施
行
に

向
け
て
進
ん
で
い
る
が
、

対
応
に
時
間
を
要
す
る
場

合
な
ど
を
加
味
し
、
壁
量

基
準
等
に
お
い
て
現
行
規

定
を
適
用
可
能
と
す
る
期

間
を
設
け
る
予
定
も
あ
る
。

国
土
交
通
省
は
、
建
築

基
準
法
施
行
令
43
条
第
１

項
の
但
し
書
き
等
に
基
づ

い
て
、
46
条
第
４
項
の
軸

省エネ化等に伴う重量化対応
建築基準法告示改正 国交省

１
０
５
戸
（
同
13
・
０
％

減
）
と
低
迷
し
た
。
貸
家

は
２
カ
月
ぶ
り
、
戸
建
て

分
譲
は
19
カ
月
連
続
の
前

年
同
月
割
れ
と
な
っ
た
。

戸
建
て
分
譲
は
24
年
１

月
以
降
、
月
間
１
万
戸
前

後
で
推
移
し
て
い
る
。
マ

ン
シ
ョ
ン
が
１
万
９
７
６

戸
（
同
13
・
２
％
増
）
と

２
カ
月
連
続
で
前
年
同
月

を
上
回
っ
た
も
の
の
、
戸

建
て
分
譲
の
不
振
が
影
響

し
、
分
譲
住
宅
全
体
で
は

２
万
１
２
０
７
戸
（
同
０

・
９
％
減
）
だ
っ
た
。

都
市
圏
別
で
は
、
中
部

圏
で
持
ち
家
２
６
３
０
戸

（
同
０
・
３
％
増
）
、
近

畿
圏
で
貸
家
５
２
４
２
戸

（
同
16
・
７
％
増
）
と
な

っ
た
も
の
の
、
各
都
市
圏

で
着
工
は
伸
び
悩
ん
だ
。

首
都
圏
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン

着
工
が
伸
び
た
以
外
は
苦

戦
が
際
立
つ
。

新
設
住
宅
着
工
に
占
め

る
木
造
率
は
54
・
１
％
（

前
月
比
３
・
４
ポ
イ
ン
ト

増
）
だ
っ
た
。

工
法
別
で
は
、
在
来
工

法
が
月
間
３
万
戸
に
満
た

な
い
水
準
が
続
い
て
い
る
。

２×

４
工
法
は
７
１
０
２

戸
（
前
年
同
月
比
３
・
０

％
減
）
で
、
２
０
２
３
年

11
月
以
来
の
前
年
同
月
割

れ
。
持
ち
家
が
２
３
１
７

戸
（
同
２
・
４
％
増
）
と

踏
ん
張
っ
た
が
、
貸
家
が

４
０
６
９
戸
（
同
１
・
６

％
減
）
と
な
っ
た
。
木
質

プ
レ
ハ
ブ
も
７
８
７
戸
（

同
９
・
９
％
減
）
と
低
調
。

ま
た
、
プ
レ
ハ
ブ
工
法
全

体
で
は
７
６
７
５
戸
（
同

18
・
１
％
減
）
で
、
前
年

同
月
を
大
き
く
下
回
っ
た
。

組
と
同
等
以
上
の
耐
力
を

有
す
る
軸
組
に
か
か
る
倍

率
の
数
値
な
ど
を
定
め
る

件
を
、
告
示
４
４
７
号
と

し
て
５
月
31
日
付
で
定
め

て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す

る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上

に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
を
受

け
て
建
築
基
準
法
施
行
令

を
見
直
し
た
も
の
で
、
政

府
が
現
在
推
進
し
て
い
る

省
エ
ネ
基
準
の
強
化
に
向

け
た
も
の
と
な
る
。
壁
量

計
算
等
に
関
す
る
告
示
だ
。

そ
の
１
つ
と
し
て
誓
い

を
除
く
３
階
建
て
木
造
建

築
で
高
さ
13
㍍
以
上
16
㍍

以
下
の
建
築
に
つ
い
て
は
、

各
階
の
壁
量
充
足
率
比
を

求
め
、
各
10
分
の
６
以
上

で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
る

こ
と
が
基
本
と
さ
れ
た
。

構
造
部
分
の
構
造
耐
力
上

の
安
産
性
を
確
か
め
る
た

め
の
、
構
造
計
算
基
準
を

定
め
る
件
の
一
部
改
正
に

伴
う
も
の
だ
。

こ
の
ほ
か
、
構
造
耐
力

上
で
主
要
と
な
る
部
分
で

あ
る
横
架
材
の
相
互
間
の

垂
直
距
離
に
対
す
る
、
木

造
の
柱
小
径
の
割
合
な
ど

に
つ
い
て
な
ど
も
定
め
ら

れ
た
。

今
回
の
告
示
改
正
を
含

む
改
正
法
施
行
は
、
省
エ

ネ
化
促
進
に
付
随
す
る
建

築
物
の
重
量
化
に
対
応
し

た
も
の
。
省
エ
ネ
化
の
促

進
で
は
屋
根
へ
の
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
搭

載
を
は
じ
め
、
各
種
設

備
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
建
築
物
の
重
量
が
増

し
、
耐
震
性
等
へ
の
影

響
も
考
え
ら
れ
る
。

壁
量
に
関
し
て
は
、

建
物
が
高
く
な
る
こ
と

で
壁
量
も
増
え
る
傾
向

に
は
な
る
。
現
行
で
は

「
軽
い
屋
根
」
「
重
い

屋
根
」
の
区
分
に
よ
り

必
要
壁
量
を
算
定
し
て

い
た
が
、
見
直
し
で
は

建
築
物
の
荷
重
の
実
態

に
応
じ
て
、
算
定
式
に

よ
り
必
要
壁
量
を
求
め

る
。
ま
た
存
在
壁
量
に
、

準
耐
力
壁
等
の
考
慮
を

可
能
に
し
た
。
現
行
で

は
存
在
壁
量
と
し
て
耐

力
壁
の
み
考
慮
し
て
い

た
が
、
見
直
し
で
は
腰

壁
、
垂
れ
壁
等
の
考
慮

を
可
能
に
し
て
い
る
。

高
耐
力
壁
の
使
用
可
能

化
も
見
直
し
の
１
つ
。

現
行
で
は
壁
倍
率
は
５

倍
以
下
ま
で
だ
っ
た
が
、

壁
倍
率
の
上
限
を
撤
廃

し
、
５
倍
を
超
え
る
も

の
の
使
用
も
可
能
と
し

た
。
さ
ら
に
、
構
造
計

算
に
よ
る
安
全
性
確
認

の
合
理
化
も
図
ら
れ
、

見
直
し
で
は
構
造
計
算

に
よ
る
場
合
は
、
壁
量

計
算
は
不
要
と
な
る
。

柱
の
小
径
の
基
準
見

直
し
に
関
し
て
は
、
現

行
で
は
階
高
に
対
し
て

「
軽
い
屋
根
」
「
重
い

屋
根
」
等
の
区
分
に
応

じ
て
一
定
の
割
合
を
乗

じ
て
算
定
し
て
い
た
が
、

見
直
し
で
は
建
築
物
の

荷
重
の
実
態
に
応
じ
て
、

算
定
式
に
よ
り
柱
の
小

径
を
算
定
ま
た
は
小
径

別
の
柱
の
負
担
可
能
な

床
面
積
を
算
定
す
る
。

今
回
の
告
示
改
正
に

関
し
て
国
交
省
が
実
施

し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
公
募
で
は
、
「

体
力
面
材
を
固
定
す
る

釘
間
隔
を
大
き
く
し
た

壁
を
壁
量
計
算
に
お
い

て
、
耐
力
壁
に
算
入
し

な
い
雑
壁
と
し
て
扱
っ

て
問
題
な
い
か
」
「
準

耐
力
壁
等
の
釘
打
ち
方

法
に
つ
い
て
規
定
さ
れ

る
の
か
」
と
い
っ
た
壁

量
に
関
す
る
基
準
見
直

し
等
に
多
数
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
国
交
省
は
、
耐
力

壁
や
準
耐
力
壁
等
の
仕

様
に
適
合
し
な
い
壁
は

壁
量
計
算
に
お
け
る
存

在
壁
量
に
算
入
し
な
い

取
り
扱
い
で
差
し
支
え

な
く
、
準
耐
力
壁
等
の

釘
打
ち
方
法
規
定
に
つ

い
て
は
住
宅
の
品
質
確

保
の
促
進
等
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
評
価
方

法
基
準
と
同
様
に
規
定

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
柱
頭
・
柱
脚

の
仕
口
の
構
造
方
法
見

直
し
に
関
し
て
、
Ｎ
値

計
算
方
法
見
直
し
に
関

す
る
質
問
も
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
技
術
的
助
言

等
を
今
後
提
示
し
て
い

く
こ
と
を
予
定
し
て
い

る
。

被
災
者
の
住

ま
い
確
保
を

引
き
続
き
支

援
す
る
。

芳
井
会
長

は
会
見
の
冒

頭
で
、
約
80

万
戸
と
な
っ

た
23
年
度
の

新
設
住
宅
着

工
動
向
な
ど

に
触
れ
、
「

住
宅
に
か
か

わ
る
補
助
施

策
等
を
顧
客

に
丁
寧
に
説

明
し
て
い
く
。

政
府
に
対
し
、

税
制
や
補
助

金
に
よ
る
支

援
の
継
続
を

強
く
求
め
て

い
く
」
と
述

べ
た
。



国
土
交
通
省
が
６
月
19
日

発
表
し
た
長
期
優
良
住
宅
の

認
定
状
況
に
よ
る
と
、
２
０

２
３
年
度
は
新
築
の
「
戸
建

て
住
宅
」
が
11
万
１
２
６
２

戸
、
「
共
同
住
宅
」
が
４
８

１
３
戸
、
合
計
11
万
６
０
７

５
戸
を
認
定
し
た
。
新
設
住

宅
着
工
戸
数
に
対
す
る
総
戸

数
の
割
合
は
14
・
５
％
で
、

前
年
の
13
・
７
％
か
ら
０
・

８
ポ
イ
ン
ト
増
加
。
こ
れ
に

よ
り
２
０
０
９
年
か
ら
の
累

計
は
１
５
９
万
６
４
８
戸
と

な
っ
た
。

新
築
戸
建
て
（
都
道
府
県

別
）
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
、

「
愛
知
県
」
の
17
万
３
２
０

４
戸
。
次
い
で
「
東
京
都
」

６
９
８
８
戸
、
「
埼
玉
県
」

長期優良住宅、累計159万戸に
既存は年間70戸認定 国交省

住
宅
生
産
団
体
連
合
会

（
住
団
連
）
は
５
月
28
日
、

住
団
連
会
員
企
業
・
団
体

の
経
営
者
を
対
象
に
し
た
、

２
０
２
4
年
度
「
経
営
者

の
住
宅
景
況
感
調
査
」
の

第
１
回
調
査
結
果
を
公
表

し
た
。
２
０
２
４
年
度
の

新
設
住
宅
着
工
戸
数
の
予

測
は
82
・
１
万
戸
で
、
前

回
調
査
よ
り
１
・
０
万
戸

減
少
。
内
訳
は
持
家
22
・

８
万
戸
、
分
譲
住
宅
24
・

７
万
戸
、
賃
貸
住
宅
34
・

３
万
戸
、
給
与
住
宅
０
・

５
万
戸
の
予
測
と
な
っ
た
。

２
０
２
３
年
第
４
四
半

期
の
受
注
実
績
は
、
受
注

戸
数
10
ポ
イ
ン
ト
減
、
受

注
金
額
40
ポ
イ
ン
ト
増
。

戸
数
は
11
期
連
続
の
マ
イ

ナ
ス
、
金
額
は
３
期
連
続

の
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

24
年
度
第
１
四
半
期
の
受

24年度住宅着工予測82万戸
駆け込み需要の兆しも 住団連

６
７
２
９
戸
、
「
静
岡
県
」

６
４
６
４
戸
、
「
大
阪
府
」

５
９
６
８
戸
の
順
。
大
都
市

圏
と
そ
の
郊
外
で
認
定
数
が

多
か
っ
た
。
新
築
の
共
同
住

宅
で
は
、
「
神
奈
川
県
」
１

２
０
５
戸
、
「
東
京
都
」
７

８
３
戸
、
「
島
根
県
」
４
７

４
戸
、
「
兵
庫
県
」
４
０
０

戸
、
「
埼
玉
県
」
２
２
７
戸

が
上
位
と
な
っ
た
。

増
築
・
改
築
は
、
戸
建
て

住
宅
１
６
９
戸
、
共
同
住
宅

７
戸
の
合
計
１
７
６
戸
。
09

年
か
ら
の
累
計
は
１
７
６
２

戸
と
な
っ
た
。
戸
建
て
住
宅

が
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
「

北
海
道
」
の
59
戸
。
次
い
で

「
新
潟
県
」
24
戸
の
順
。
22

年
10
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た

既
存
住
宅
は
「
戸
建
て
住

宅
」
が
69
戸
、
「
共
同
住

宅
」
が
１
戸
の
計
70
戸
。

前
年
度
か
ら
44
戸
増
え
、

累
計
は
96
戸
と
な
っ
た
。

認
定
制
度
の
概
要
に
つ

い
て
は
、
国
土
交
通
省
の

「
長
期
優
良
住
宅
の
ペ
ー

ジ
」
に
掲
載
。
同
制
度
に

つ
い
て
解
説
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
（
新
築
版
、
増
築

・
改
築
版
、
既
存
版
、
新

築
・
木
造
軸
組
版
、
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
版
）
も
入
手

で
き
る
。
い
ず
れ
の
タ
イ

プ
も
住
宅
ロ
ー
ン
（
フ
ラ

ッ
ト
35
）
の
金
利
引
き
下

げ
、
税
の
特
例
措
置
な
ど

の
特
典
が
得
ら
れ
る
。

注
見
通
し
は
、
受
注
戸
数

５
ポ
イ
ン
ト
増
、
受
注
金

額
30
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
る

見
通
し
。
経
済
情
勢
の
不

透
明
感
が
漂
う
中
、
「
マ

イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
解
除

に
よ
る
住
宅
ロ
ー
ン
金
利

の
先
高
感
が
集
客
増
に
繋

が
る
可
能
性
」
な
ど
の
前

向
き
な
コ
メ
ン
ト
が
見
ら

れ
た
。

戸
建
て
注
文
住
宅
の
第

４
半
期
の
受
注
実
績
は
、

受
注
戸
数
19
ポ
イ
ン
ト
減
、

受
注
金
額
17
ポ
イ
ン
ト
増

で
、
戸
数
は
10
期
連
続
の

マ
イ
ナ
ス
、
金
額
は
10
期

ぶ
り
の
プ
ラ
ス
。
「
営
業

人
員
減
少
に
よ
る
影
響
大

」
「
建
築
費
と
予
算
が
合

わ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
」

な
ど
マ
イ
ナ
ス
面
の
コ
メ

ン
ト
が
目
立
っ
た
。
Ｚ
Ｅ

Ｈ
・
蓄
電
池
の
搭
載
で
棟

当
た
り
単
価
は
上
昇
し
て

い
る
。
24
年
度
第
１
四
半

期
の
受
注
見
通
し
は
、
受

注
戸
数
４
ポ
イ
ン
ト
、
受

注
金
額
25
ポ
イ
ン
ト
で
、

戸
数
は
３
期
ぶ
り
の
プ
ラ

ス
を
予
想
し
た
。

戸
建
て
分
譲
住
宅
の
実

績
は
、
受
注
戸
数
19
ポ
イ

ン
ト
増
、
受
注
金
額
25
ポ

イ
ン
ト
と
な
り
、
戸
数
は

２
期
ぶ
り
、
金
額
は
３
期

連
続
の
プ
ラ
ス
。
「
分
譲

住
宅
は
お
得
感
が
あ
り
、

住
宅
ロ
ー
ン
金
利
上
昇
前

の
駆
け
込
み
に
よ
り
顧
客

が
活
発
と
な
っ
て
い
る
」

と
の
声
が
聞
か
れ
た
。
見

通
し
は
受
注
戸
数
44
ポ
イ

ン
ト
増
、
受
注
金
額
50
ポ

イ
ン
ト
増
と
な
り
、
好
調

を
予
想
し
た
。

低
層
賃
貸
住
宅
の
実
績

は
、
受
注
戸
数
23
ポ
イ
ン

ト
増
、
受
注
金
額
59
ポ
イ

ン
ト
増
で
い
ず
れ
も
３
期

連
続
の
プ
ラ
ス
。
株
高
に

よ
る
不
動
産
投
資
意
欲
の

高
ま
り
、
日
銀
の
ゼ
ロ
金

利
解
除
に
よ
る
金
利
先
高

感
な
ど
が
追
い
風
と
な
っ

て
い
る
。
「
一
部
で
駆
け

込
み
需
要
が
発
現
し
て
い

る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
も
あ

っ
た
。
見
通
し
も
受
注
戸

数
は
36
ポ
イ
ン
ト
増
、
受

注
金
額
は
50
ポ
イ
ン
ト
増

で
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

リ
フ
ォ
ー
ム
の
実
績
は

受
注
金
額
42
ポ
イ
ン
ト
増
、

見
通
し
は
同
21
ポ
イ
ン
ト

増
で
、
実
績
は
５
期
連
続

の
プ
ラ
ス
。
好
調
ぶ
り
を

う
か
が
わ
せ
る
前
向
き
な

コ
メ
ン
ト
が
多
い
中
、
「

資
材
高
騰
の
マ
イ
ナ
ス
と

各
種
補
助
制
度
の
プ
ラ
ス

が
相
殺
」
の
声
も
あ
っ
た
。

５
月
の
合
板
供
給
は
、
内
外
産

合
計
で
36
万
１
０
０
０
立
方
㍍
（

前
月
比
６
・
５
％
減
）
と
な
っ
た
。

４
月
に
は
そ
れ
ま
で
の
減
少
基
調

か
ら
増
加
に
転
じ
て
い
た
が
、
再

び
減
退
し
た
。
特
に
輸
入
合
板
の

減
少
幅
が
大
き
く
、
５
月
の
入
荷

は
15
万
３
０
０
０
立
方
㍍
（
同
11

・
８
％
減
）
と
、
23
年
８
月
以
降

で
最
低
と
な
っ
た
。
国
産
合
板
は

生
産
量
が
20
万
８
０
０
０
立
方
㍍

と
前
月
比
２
・
１
％
減
と
な
っ
た

が
、
出
荷
量
は
こ
れ
を
下
回
っ
た
。

国
産
合
板
の
な
か
で
も
指
標
と

な
る
針
葉
樹
構
造
用
合
板
の
生
産

量
は
、
18
万
７
０
０
０
立
方
㍍
（

同
１
・
６
％
減
）
。
た
だ
、
出
荷

量
は
17
万
９
０
０
０
立
方
㍍
弱
（

同
５
・
８
％
減
）
で
、
出
荷
の
落

ち
込
み
が
大
き
か
っ
た
。

内外産ともに前月比減 ５月の合板供給

合
板
メ
ー
カ
ー
は
23
年
も
減

産
体
制
を
と
っ
て
い
た
が
、
23

年
３
～
11
月
に
か
け
て
は
生
産

量
と
出
荷
量
が
お
お
む
ね
均
衡
、

ま
た
は
出
荷
量
が
上
回
り
、
期

末
在
庫
量
も
ほ
ぼ
13
万
立
方
㍍

台
を
維
持
し
て
い
た
。
た
だ
、

そ
れ
以
降
は
今
年
２
月
や
５
月

で
生
産
量
の
超
過
も
起
こ
り
、

５
月
時
点
で
の
在
庫
は
15
万
４

０
０
０
立
方
㍍
（
同
６
・
２
％

増
）
に
至
っ
て
い
る
。
住
宅
需

要
に
回
復
の
兆
し
が
見
出
し
に

く
い
な
か
、
５
月
市
中
で
も
当

用
買
い
が
進
む
な
ど
、
荷
動
き

の
鈍
化
が
聞
か
れ
た
。

輸
入
合
板
の
５
月
の
入
荷
量

は
15
万
立
方
㍍
台
で
、
国
内
在

庫
の
整
理
が
優
先
さ
れ
入
荷
が

絞
ら
れ
て
い
た
23
年
前
半
の
平

均
入
荷
量
と
同
水
準
と
な
っ
た
。

需
要
は
迫
力
を
欠
く
も
の
の
、

入
荷
は
減
少
傾
向
。
現
在
は
品

目
に
よ
っ
て
多
少
物
足
り
な
さ

も
あ
る
な
ど
、
国
内
在
庫
の
余

剰
感
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
７
月
に
入
っ
て
１
㌦
１

６
１
円
前
後
を
つ
け
る
な
ど
、

昨
今
の
継
続
的
な
円
安
進
行
で
、

輸
入
元
に
買
い
づ
ら
さ
が
あ
る
。

輸
入
元
は
販
売
量
に
応
じ
て
仕

入
れ
る
な
ど
、
必
要
分
の
手
当

て
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

内
訳
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
４

万
３
０
０
０
立
方
㍍
（
同
26
・

８
％
減
）
と
大
幅
減
で
、
23
年

９
月
以
降
で
最
も
少
な
か
っ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
は
４
万
８
０
０
０

立
方
㍍
（
同
11
・
５
％
増
）
と

４
月
か
ら
は
数
字
を
伸
ば
し
た
。

米
材
協
議
会
名
古
屋

支
部
は
６
月
21
日
、
例

会
を
開
き
、
需
給
や
市

況
の
動
向
な
ど
を
協
議

し
た
。
米
材
輸
入
製
品

は
荷
動
き
が
鈍
い
た
め

値
上
げ
が
進
ま
ず
、
一

部
は
荷
も
た
れ
か
ら
値

下
が
り
し
た
。
欧
州
材

製
品
も
コ
ス
ト
高
の
新

材
の
商
い
に
合
わ
せ
て

値
上
げ
が
必
要
に
な
っ

て
い
る
が
、
前
月
ま
で

の
仮
需
的
な
動
き
の
反

動
と
在
庫
の
増
加
で
横

ば
い
と
な
っ
た
。

米
松
製
品
は
、
Ｋ
Ｄ

タ
ル
キ
・
根
太
が
国
内

挽
き
の
在
庫
積
み
増
し

で
弱
含
み
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
影
響
で
輸
入

製
品
も
売
り
づ
ら
さ
が

顕
在
化
。
問
屋
売
値
（

立
方
㍍
あ
た
り
）
で
前

米松KD小割材、弱含み傾向 米協名古屋

月
比
２
０
０
０
円
安
の

評
定
と
な
っ
た
。
平
角

は
保
合
だ
が
、
Ｗ
・
Ｒ

ウ
ッ
ド
集
成
平
角
の
先

高
観
か
ら
今
後
は
値
上

が
り
す
る
と
指
摘
さ
れ

た
。
Ｓ
Ｐ
Ｆ
２×

４
材

は
強
含
ん
で
い
た
が
、

川
下
の
相
場
観
及
び
荷

動
き
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
り
、
今
月
は
横
ば
い

評
定
と
な
っ
た
。

欧
州
材
製
品
は
、
Ｗ

ウ
ッ
ド
の
ソ
リ
ッ
ド
及

び
集
成
間
柱
の
不
足
感

が
消
え
、
逆
に
在
庫
に

積
み
増
し
感
が
出
て
き

た
た
め
横
ば
い
評
定
に
。

「
７
月
か
ら
は
一
段
階

コ
ス
ト
高
の
材
が
入
っ

て
く
る
た
め
値
上
げ
が

必
要
だ
が
、
実
際
に
は

な
か
な
か
上
げ
ら
れ
な

い
」
（
問
屋
）
と
の
声

が
聞
か
れ
た
。
国
産
桧

土
台
は
需
要
不
振
が
続

き
、
価
格
は
同
１
０
０

０
円
安
に
移
行
し
た
。

ロ
シ
ア
材
赤
松
は
高
値

追
随
の
動
き
に
ブ
レ
ー

キ
が
か
か
り
、
引
き
合

い
が
一
服
し
て
保
合
。

各
問
屋
か
ら
は
、
プ

レ
カ
ッ
ト
工
場
で
は
非

住
宅
物
件
は
堅
調
だ
が

戸
建
て
住
宅
が
依
然
と

し
て
盛
り
上
が
っ
て
い

な
い
こ
と
、
集
成
材
メ

ー
カ
ー
や
国
内
挽
き
大

手
が
再
値
上
げ
を
行
う

様
子
だ
が
住
宅
実
需
と

合
致
し
て
い
な
い
点
が

不
安
で
あ
る
こ
と
、
住

宅
の
基
礎
に
使
う
生
コ

ン
な
ど
も
上
昇
傾
向
に

あ
り
イ
ン
フ
レ
は
加
速

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

報
告
さ
れ
た
。
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